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イエバエの GluClサブユニット（MdGluCl）をコードする遺伝子 MdGluClおよび GABAClサブユニッ
ト（MdRdl）をコードする遺伝子 MdRdlの発現レベルをリアルタイム PCRにより調べた。その結果、（１）
両遺伝子はイエバエの成虫頭部において最も発現レベルが高いこと、（２）成虫の脚における発現レベ

















トキシニン (PTX) に対する感受性は Aと Bホモチャネルの方が Cホモチャネルより高いことが明らか
にされた。これらの結果から、脳などの中枢神経系に分布している A および B バリアントによって構
築されるチャネルは Fipと PTX に対する感受性が高く、末梢系に分布している C バリアントチャネル
はこれらの薬剤に対する感受性が低いことが推察された。GluCl の薬理学研究は、GABACl と比べて遅
れており、GluCl 特異的薬剤は知られていない。本研究では、既存の GABAレセプター拮抗薬が GluCl
に対しても作用するかについても追究したが、調べた拮抗薬は MdGluCl とほとんど交差しないことが
分かった。 
 本研究では、（１）イエバエ体内で同じ抑制性神経伝達を行う MdGluClと MdGABACl の発現部位に違
いがあること、（２）MdGluClには３種類のスプライスバリアントが存在し、その発現レベルや発現部
位が異なっていることが明らかになった。これらのことから、昆虫における抑制性神経伝達は２種の
チャネルとそのバリアントによって微調整されていることが推察された。また、MdGluCl バリアント
チャネル間での大きな薬理学的な違いは見られなかったが、拮抗薬に対する感受性に違いが認められ
た。本論文に記載されている研究結果は、昆虫分子生物学および分子薬理学の発展に寄与する極めて
重要な知見であり、本論文は博士（農学）の学位論文に値するものであると認められる。 
 
